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令和 4年度第 2回習志野市介護保険運営協議会会議録 

 

1 開催日時 令和 4年 11 月 10 日（木）午後 1時 30 分～午後 3時 

 

2 開催場所 習志野市庁 3階 BC会議室 

 

3 出席者 

  【会 長 】 習志野市歯科医師会 会長 齋藤 守 

【副会長】 習志野市薬剤師会 副会長 青木 伸江 

  【委 員 】 千葉大学 教員 飯野 理恵 

習志野市医師会 吉越 富士雄 

習志野健康福祉センター 副センター長 田中 由佳 

習志野市社会福祉協議会 副会長 田所 喜美子 

習志野市民生委員児童委員協議会 副会長 岡 久郎 

習志野市高齢者相談員協議会 会長 矢作 郁江 

習志野市介護サービス相談員 皆川 良治 

習志野商工会議所 羽生 昌弘 

習志野市あじさいクラブ連合会 会長 加藤 久雄 

社会福祉法人慶美会 八須 祐一郎 

有限会社アペルト 荒木 時元 

【事務局】 健康福祉部   部長 島本 博幸 

       健康福祉部   次長 海老原 智実 

       高齢者支援課  課長 川窪 一就 

       介護保険課   課長 永田 悦朗 

       健康福祉部   主幹 相原 由美子 

       健康福祉部   主幹 岡澤 早苗 

       高齢者支援課  係長 伊藤 千佳子 

       高齢者支援課  係長 柳生 洋明 

       高齢者支援課  主査 田中 秀俊 

       高齢者支援課  主任主事 西川 明秀 

       介護保険課   係長 石垣 延幸 

       介護保険課   主査補 田久保 昌三 

       介護保険課   主事補 西井 蓮 

 

4 議題 

  日程第 1 会議の公開 

  日程第 2 会議録の作成等 

  日程第 3 会議録署名委員の指名 

  

日程第 4 審議 

（１） 高齢者保健福祉計画・第 9期介護保険事業計画策定に係る実態調査について 
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日程第 4 報告 

（１）令和 3年度介護保険特別会計の決算状況について 

（２）令和 3年度地域包括支援センター(高齢者相談センター)の決算状況について 

（３）令和 4年度地域包括支援センター（高齢者相談センター）第三者評価の実施について 

（４）令和 4年度保険者機能推進交付金・介護保険保険者努力支援交付金について 

（５）在宅高齢者実態調査の実施について 

（６）地域密着型（介護予防）サービス事業者の指定等について 

（７）居宅介護（介護予防）支援事業者の指定等について 

日程第 5 その他 

 

5 担当課 

   健康福祉部 介護保険課 

 

6 議事内容 

日程第 1 会議の公開 

（齋藤会長） 

本日の会議は、「習志野市審議会等の設置及び運営に関する指針」により、原則公開となってい

る。ただし内容により公開非公開の判断が必要となった際は、その都度お諮りすることとしたいが

よろしいか。 

 

（一同） 

異議なし。 

 

（齋藤会長） 

異議なしと認める。 

本日の内容に非公開事項はない。傍聴人については、定員に達するまで認める。 

 

日程第 2 会議録の作成等 

（斎藤会長） 

「会議録の作成等」についてお諮りする。会議録については要点筆記とし、会議名、開催日時、開

催場所、出席者氏名、審議事項、会議内容、発言委員名及び所管課名を記載した上で、市ホーム

ページ及び市役所グランドフロアの情報公開コーナーにおいて公開したいと考えるがこれに異議

はあるか。 

 

（一同） 

異議なし。 

 

（齋藤会長） 

異議が無いようなのでそのとおり取り扱うよう決定する。 
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日程第 3 会議録署名委員の指名 

（斎藤会長） 

会議録署名委員の指名について、田所委員と岡委員を指名する。よろしくお願いする。 

 

続いて、審議事項に入る。 

 

 

（齋藤会長） 

審議事項（1）「高齢者保健福祉計画・第 9 期介護保険福祉計画策定に係る実態調査について」事

務局から説明を求める。 

 

（川窪高齢者支援課長） 

審議事項（1）「高齢者保健福祉計画・第 9 期介護保険福祉計画策定に係る実態調査について」資

料に基づいて説明。 

 

（齋藤会長） 

何か質問や意見はあるか。 

 

（田中委員） 

習志野市独自の項目も設けており、きめ細かい内容だと思う。今回の調査で、回答改修の目標率、

またそれぞれの区分でどれくらいの回答率を見込んでいるのか。 

 

（川窪高齢者支援課長） 

目標率は特に定めていない。しかしながら前回の回答率は上回るようにしたい。 

前回の回答率だが、一般高齢者については 61.1 パーセント。在宅高齢者については今回 2 区分

に分けている。前回はまとめた形となっているが 50.8 パーセント。施設利用者は 44.6 パーセント。

一般若年者は 39.5 パーセント。サービス提供事業者が 50.5 パーセント。この数字を上回るよう広

報等を行い実施していきたい。 

 

（齋藤会長） 

他に質問や意見はあるか。 

 

（飯野委員） 

今回追加の質問で、ACP いわゆるアドバンスケアプランニングの項目があり、国も推進している。

医療機関のナースたちも力を入れている状況で、一般高齢者、若年者に聞いていることはよいと

思う。 

質問対象として、施設に聞かないのは何故か。もし考えがあれば教えてほしい。サービスを提供

する側の考えも聞いたほうが良いと思うが。 

 

（相原健康福祉部主幹） 

まずは一般の方たちに普及啓発をしていくというところで、初めて質問項目として加えた。サービス

提供者やケアマネージャーの方たちは日頃利用者との関係の中で実際にされている部分かと考
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えている。今後次の段階での質問があった際には聞いてみたいと思っているが、まずは一般の方

たちに調査を行うこととした。 

 

（飯野委員） 

ACP については医療機関の中でも意識の違いがあると聞いている。提供する側もいろいろな立場

に方がいると認識いただく中で、取り組んでもらえればと考える。 

 

（齋藤会長） 

他に質問や意見はあるか。無いようであれば、本日欠席している本多委員より事前質問について、

事務局から報告がある。 

 

（川窪高齢者支援課長） 

事前に本多委員からの質問があったため、次のように回答している。 

一般高齢者への質問項目で、「家族構成」の文言は、「世帯構成」もしくは「同居の家族構成」のほ

うが良いのではに対し、国の必須項目であるため変更はできないと回答。 

次に、回答期間が年をまたぐため、昨年がいつを指すのか明確にしたほうが良いに対し、回答時

点におけるばらつきが生じないよう「令和 3年」を加筆すると回答。 

次に、12 ページ問Ⅰ⓺の設問内容が 6 ページ E⓷と重複しているが、どちらかで良いのではに対

し、設問内容は変わらないが、対象者（元気な高齢者と要支援者等）が異なることから、それぞれ

に意向を確認すると回答。 

次に、「孤独感」についての質問を追加してはどうかに対し、「心配事や愚痴をきいてくれる人は誰

か」や「何かあったときの相談相手」などの設問があり、要介護認定者、一般若年者にも聞いてい

ることから、設問には入れていないと回答。 

要支援認定者・事業対象者への質問項目で、選択肢中、「学生（働いている）」と「学生（働いてい

ない）」の違いはなにをイメージしているのかに対し、ヤングケアラーの置かれている状況の把握

を考えたものであるが、今回はヤングケアラーの把握にとどめ、就労状況は次回以降としたいと

回答した。 

 

（永田介護保険課長） 

本多委員からの事前質問について、介護保険サービスを利用するためには介護保険料のほかに

サービス利用の自己負担について聞いたほうが良いのではに対し、この設問は「保険料」に対す

る質問であるため、「利用料」については記述していないと回答。 

 

（齋藤会長） 

他に何か質問や意見はあるか。 

 

（田所委員） 

2 世帯住宅の場合は、「戸建て」になるのか「集合住宅」になるのか。 

 

（川窪高齢者支援課長） 

「戸建て」で回答いただきたい。 
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（斎藤会長） 

他に質問や意見はあるか。無いようであれば、審議事項について、この内容にて承認する。 

続いて報告事項に入る。 

報告事項（1）「令和 3年度介護保険特別会計の決算状況について」事務局から説明を求める。 

 

（永田介護保険課長） 

 報告事項（1）「令和 3年度介護保険特別会計の決算状況について」資料に基づいて説明。 

 

（齋藤会長） 

何か質問や意見はあるか。 

 

（一同） 

質問・意見なし。 

 

（齋藤会長） 

質問等無いようなので、報告事項（2）「令和 3 年度地域包括支援センター（高齢者相談センター）

の決算状況について」事務局より説明を求める。 

 

（相原健康福祉部主幹） 

報告事項（2）「令和 3 年度地域包括支援センター（高齢者相談センター）の決算状況について」資

料に基づき説明。 

 

（齋藤会長） 

何か質問や意見はあるか。 

 

（一同） 

質問・意見なし。 

 

（齋藤会長） 

質問等無いようなので、報告事項（3）「令和 4 年度地域包括支援センター（高齢者相談センター）

第三者評価の実施について」事務局より説明を求める。 

 

（齋藤会長） 

何か質問や意見はあるか。 

 

（加藤委員） 

前回の協議会の中で、評価結果として一つでも E 評価があるとその事業者には委託しないとの説

明があった。お世話になっている立場、老人クラブの立場で話をすると、地域の認知症の方々の

問題であるとか地域のまちづくり会議に毎回出席いただき地域の方々と関係を深めていると考え

ている。包括の職員は素晴らしい仕事をしていると評価していることから、より素晴らしい運営がさ

れるよう協力を要望したい。 
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（斎藤会長） 

事務局どうか。 

 

（相原健康福祉部主幹） 

ありがとうございます。評価については次回の協議会にて報告を行いたいと考えている。 

 

（齋藤会長） 

他に質問や意見はあるか。 

 

（一同） 

質問・意見なし。 

 

（斎藤会長） 

ではここで、空気入れ替え等で休憩としたい。 

 

【休憩明け】 

（齋藤会長） 

続いて、報告事項（4）「令和 4 年度保険者機能推進交付金・介護保険努力支援交付金について」

事務局より説明を求める。 

 

（永田介護保険課長） 

報告事項（4）「令和 4年度保険者機能推進交付金・介護保険努力支援交付金について」資料に基

づいて説明。 

 

（齋藤会長） 

何か質問や意見はあるか。 

 

（加藤委員） 

調査票で「ばつ」がついている項目については、漠然と手が回っていないとの見解を持っている。 

高齢者の社会参加を促すための個人へのインセンティブについて付与しているかについては、広

く市民を対象とした健康マイレージ事業を実施しているとの回答があった。この事業はいつから行

っていて、協力店や利用者が増えているのか、わかる範囲で回答いただきたい。また、地域に気

軽に運動に取り組める機会を提供し、グループで運動習慣をつける支援を行っているとある。この

内容について教えていただきたい。 

 

（島本部長） 

1 点目の健康マイレージの協力店について、市内外を含めて令和 4 年 10 月 8 日時点で 62 の店

舗にご協力いただいている。 

 

（相原健康福祉部主幹） 

2 点目の地域に気軽に運動に取り組める機会を提供し、グループで運動習慣をつける支援につい

ては、平成 29 年度から高齢者支援課において「まちでフィットネス」という事業に取り組んでいる。
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フィットネスクラブから講師を派遣し、運動指導を実施し気軽に運動に取り組むための支援となっ

ている。 

 

（加藤委員） 

ここ 3年間のコロナウイルスの関係で運動から離れてしまっている高齢者が多いと思うので、老人

クラブの立場として市の支援を受けて今後もやっていきたいと考えている。 

 

（齋藤会長） 

他に質問や意見はあるか。 

 

（一同） 

質問・意見なし。 

 

（齋藤会長） 

質問等無いようなので、報告事項（5）「在宅高齢者実態調査の実施について」事務局より説明を

求める。 

 

（永田介護保険課長） 

報告事項（5）「在宅高齢者実態調査の実施について」資料に基づいて説明。 

 

（齋藤会長） 

何か質問や意見はあるか。 

 

（一同） 

質問・意見なし。 

 

（齋藤会長） 

質問等無いようなので、報告事項（6）「地域密着型（介護予防）サービス事業者の指定等につい

て」事務局より説明を求める。 

 

（永田介護保険課長） 

「地域密着型（介護予防）サービス事業者の指定等について」資料に基づいて説明。 

 

（齋藤会長） 

何か質問や意見はあるか。 

 

（一同） 

質問・意見なし。 

 

（齋藤会長） 

質問等無いようなので、報告事項（7）「居宅介護（介護予防）支援事業者の指定等について」事務

局より説明を求める。 
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（永田介護保険課長） 

「居宅介護（介護予防）支援事業者の指定等について」資料に基づいて説明。 

 

（齋藤会長） 

何か質問や意見はあるか。 

 

（一同） 

質問・意見なし。 

 

（齋藤会長） 

質問等無いようなので、これにて報告を終わる。続いて日程第 5、その他として、事務局より連絡

等あればお願いする。 

 

（永田介護保険課長） 

その他として、次回会議の開催予定は、令和 5 年 2 月 16 日木曜日午後 1 時 30 分から 3 時を予

定している。 

開催場所については京成津田沼駅に隣接するサンロードビル 6階大会議室を予定している。 

協議会開催日が近づいたら、通知を送付する。お忙しい中恐縮だが、よろしくお願いする。 

その他の事項については、以上である。 

 

（齋藤会長） 

何か質問や意見はあるか。 

 

（一同） 

質問・意見なし。 

 

（齋藤会長） 

以上をもって、令和 4年度第 2回習志野市介護保険運営協議会を閉会する。 

 

 


